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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
18
回
元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い

小
学
生
が
長
巻
寿
司
作
り
に
挑
戦

南
郷
小
の
手
づ
く
り
環
境
美
化
看
板

鹿
島
神
社
大
祭
で
豊
漁
・
安
全
祈
願

「懐かしい歌の合唱」では、音楽療法士の山
闢純代さんのキーボード演奏に合わせて、
全員参加で楽しみました。

入野小学校では、5・6年生55人と大西町長
が参加。21.2mの長巻寿司を完成させ、過去
最長記録を更新しました。

「きれいな町黒潮町」「ごみ拾いすればするほどいい
気持ち」「缶を捨てたらいカン！」などと書かれたカ
ラフルな看板ができました。

高校生やインドネシアの漁協研修生らが担いだ男
みこしと女みこしが、町なかを駆け抜けました。

　
２
月
７
日
、
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ

ー
こ
ぶ
し
で
「
第

１８
回
元
気
い
き
い
き

町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、

７８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
佐
賀
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生
活
を

送
る

９０
歳
の
方
を
表
彰
す
る
「
い
き
い

き
長
寿
賞
」
で
は
、
今
年
度
対
象
者

１３

人
の
う
ち
８
人
が
参
加
し
、副
町
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
薬
剤
師
・
宮
村

憲
明
さ
ん
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の

は
な
し
」
で
は
、
薬
の
正
し
い
飲
み
方

や
飲
み
合
わ
せ
、
お
薬
手
帳
の
活
用
方

法
な
ど
の
話
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
来
て
よ
か
っ
た
」「
災
害
の
時
も
お
薬

手
帳
が
あ
っ
た
ら
安
心
す
る
ね
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱
や

抽
選
会
な
ど
も
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

 　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
で
は
、
女
性
農

業
委
員
を
中
心
に
、
町
内
全
小
学
校
で

子
ど
も
た
ち
に
地
産
地
消
の
料
理
作
り

を
教
え
て
い
ま
す
。

　
２６
年
度
は
２
月
２
日
に
上
川
口
小
学

校
、
同

２４
日
に
入
野
小
学
校
で
実
施
。

元
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
女
性
部
、

地
域
の
女
性
ら
に
教
わ
り
な
が
ら
、
長

巻
寿
司
と
サ
ラ
ダ
、
豚
汁
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
茶
巾
絞
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
上
川
口
小
で
は
、
全
校
児
童

４９
人
が

１８
・
４
ｍ
の
長
巻
寿
司
を
作
り
ま
し
た

（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
）。

　
「
一
つ
の
料
理
を
協
力
し
て
作
る
楽

し
さ
と
、
町
産
食
材
の
良
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
女
性
農
業
委
員
の
松
本
昌

子
さ
ん
。
来
年
度
は
、
佐
賀
小
・
伊
与

喜
小
・
拳
ノ
川
小
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

　
南
郷
小
学
校
児
童
ら
が
、
環
境
美
化

を
呼
び
か
け
る
看
板
６
枚
を
制
作
し
、

３
月

１０
日
に
学
校
近
く
の
県
道
沿
い
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
鞭
地
区
自
然
保
全
ク
ラ
ブ（
秋
田
耕

作
会
長
）が
、
環
境
美
化
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
。
７
年
前
に
設
置
し
た
看

板
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
新
た
に
制
作

し
た
も
の
で
す
。
島
田
建
築
・
島
田
金

一
さ
ん
が
作
っ
た
看
板
に
、
南
郷
小
学

校
の
５
・
６
年
生

１５
人
が
絵
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
設
置
に
は
、
秋
田
さ
ん
や
島
田
さ
ん
、

地
元
住
民
ら
も
協
力
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
み
ん
な
が
看
板
を
見
て
く
れ
て
、
ゴ

ミ
が
な
く
な
れ
ば
い
い
な
あ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

 　
３
月
８
日
、
黒
潮
町
佐
賀
で
「
鹿
島

神
社
大
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年

３
月
第
１
日
曜
日
で
す
が
、
今
年
は
２

週
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
隣
住
民
が
見
守
る
中
、
鹿
島
神
社

の
ご
神
体
を
乗
せ
た
男
み
こ
し
・
女
み

こ
し
が
佐
賀
の
港
町
一
帯
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
広
い
直
線
部
で
は
、
太
鼓
と

「
ヨ
イ
ヨ
イ
！
」
と
い
う
威
勢
の
い
い

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
み
こ
し
を
ゆ
す
っ

て
猛
ダ
ッ
シ
ュ
。
沿
道
か
ら
は
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
旧
横
浜
保
育
所
と
黒
潮
一
番
館
で
は
、

地
元
の
児
童
ら
が
鼓
踊
り
を
奉
納
。
カ

ラ
フ
ル
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
懸
命
に
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
、
華
麗
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。


